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１．計画策定にあたって 

・マイカーの普及や人口減少・少子化などにより、公共交通（バス、タクシーなど）の利用者が減少
し、公共交通ネットワークの縮小やサービス水準の低下が生じてきている。 

・一方、せたな町では高齢化の進行により公共交通機関に頼らざるを得ない町民の増加が予想され、
公共交通の維持・確保の必要性が増していることから、バス路線の町内線をはじめとする赤字路線
への財政的支援や一部路線のデマンド化などに取り組んできた。 

・また、これまでの公共交通は、民間事業者を中心に路線網の整備などがなされてきたが、「地域公
共交通の活性化及び再生に関する法律」の改正によりこの枠組みが見直され、今後は、地方公共団
体が中心となってまちづくりと連携し、面的な交通ネットワークを再構築するとしている。 

・このため、こうした法改正の趣旨を十分に踏まえ、持続可能な公共交通体系の構築を目指し、本計
画を策定するものである。 

 

１－１．計画策定の趣旨 

１－２．計画の位置付け 
・本計画は、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づく法定計画である。 
・また、せたな町のまちづくりの指針となる第２次せたな町総合計画を上位計画とし、せたな町創生
総合戦略などの関連計画を踏まえて作成している。 

 

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律 
（H19.10施行、H26.11一部改正法施行） 
＜改正のポイント＞  
①地方公共団体が中心となり ②まちづくりと連携し 
③面的な公共交通ネットワーク を再構築 

第２次せたな町総合計画 
（H30.3 策定、計画期間：H30年度～H39年度） せたな町地域公共交通網形成計画 

せたな町創生総合戦略 
（H28.3 策定） 
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１．計画策定にあたって 
１－３．計画の区域 
・計画の区域は、せたな町全域とします。 

１－４．計画の期間 
・計画期間は、平成30年度から平成34年
度までの５年間を想定します。 

▼計画の区域 
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２．せたな町における地域公共交通の課題 
２－１ 全町的な課題 

・せたな町における路線バスは、近隣市町
村とネットワークしている路線（瀬棚線、
檜山海岸線など）と町内のみで完結する
路線（太櫓線、久遠線など）が運行して
いますが、いずれも利用者は減少傾向で
町の財政負担も増加しているため、利便
性の向上などにより、利用者数の減少に
歯止めをかける対策が求められています。 

▼せたな町バス路線運行概要図 

（１）路線バス利用者数の減少 
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２．せたな町における地域公共交通の現況と課題 

・せたな町の人口は急激な減少傾向が続いており、今後もさらに減少することが見込まれています。また、
高齢化率は全道平均を上回る42.4％ですが、今後もさらなる進行が予測されています。 

・また、地区別の高齢化率をみると、太櫓地区や大成地区などでは５割以上の高齢化率となっているほか、
若松地区や瀬棚地区でも４割を超える高齢化率となっており、高齢化が進む地域をいかにネットワーク
していくが課題となります。 

 

（２）人口の減少及び高齢化への対応 
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２．せたな町における地域公共交通の課題 
２－２ 利用状況からみた課題 

・せたな町内では路線バスのほかに、スクールバスや患者バス、福祉バスなどが運行されているが、太櫓
地区や大成区などでは、運行路線のほとんどが重複しており、これらの効率的な運用か課題となる。 

（１）異なる目的で運行されているバス路線の重複 

▼太櫓方面と北檜山市街地を結ぶ路線の運行時間 

路線バス 
鵜泊団地前   7:11発 → 北檜山 7:35着  

路線バス 
鵜泊団地前   9:07発 → 北檜山 9:31着  

路線バス 
鵜泊団地前   13:25発 → 北檜山 13:49着  

路線バス 
鵜泊団地前   17:00発 → 北檜山 17:24着  

スクールバス 
鵜泊団地    7:25発 → 北檜山小学校 ７:50着 
（函館バス旋回場）    北檜山中学校  7:54着 

患者バス（主な区間の発着時間） 
(月）鵜泊団地母と子の家前 10:10発→国保病院 10:44着 
(水）鵜泊団地母と子の家前   9:25発→国保病院   9:59着  

▼太櫓方面と北檜山市街地を結ぶ路線 
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・せたな町の広域移動ニーズとしては、通院では八雲や函館方面、買い物では八雲・函館に加え、今金
や江差への移動もみられる。 

・これらを地区別でみると、太櫓や若松では八雲方面の比率が多い傾向があるほか、丹羽で今金、大成
で江差の比率が高くなっているなど、地区毎、利用目的毎に広域移動ニーズが細かく分かれている。 

（２）地区毎・利用目的毎に異なる広域移動ニーズ 

２．せたな町における地域公共交通の課題 
２－２ 利用状況からみた課題 
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・丹羽地区や若松地区などでは徒歩圏内にバス停がないという回答も多い。 
・特に、病院や商店、学校については、北檜山、瀬棚、大成という旧町の中心部にそれぞれ立地している
ため、若松地区や丹羽地区、太櫓地区のほか、瀬棚区や大成区の中心部以外のエリアなど、地域生活の
上で自動車による移動が非常に重要な役割を担っている一方で路線バスの利用が困難な住民も多い。 

（３）路線バス利用困難地域の存在 

２．せたな町における地域公共交通の課題 
２－２ 利用状況からみた課題 
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・太櫓線やたいせい号など持続的に運行を継続するためには需要条件が厳しい路線が存在している。 
（４）需要条件が厳しい路線の存在 

２．せたな町における地域公共交通の課題 
２－２ 利用状況からみた課題 
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・アンケートでは、かなり高齢でも自家用車を使っている方も多くみられている一方、自由意見など
では将来の不安から公共交通機関の存続・必要性を訴える声が多く上げられており、高齢者の利用
目的に対応した公共網通網をいかに形成するかが課題となる。 

（５）高齢者利用への対応 

２．せたな町における地域公共交通の課題 
２－２ 利用状況からみた課題 

▼年齢階層別の町内での通院の移動手段 ▼年齢階層別の路線バスの印象 
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３．計画の基本的な方針 
・第２次せたな町総合計画（平成30年3月策定）においては、「だれもが便利さを実感できるまち」
という基本目標の中で、公共交通と港湾が位置づけられており、「現在あるバス路線やフェリー航
路の維持に努めるとともに、中長期的な視野で町内の公共交通網のあり方を考え、取り組みを進め
ます」という基本的な考え方が整理されている。 

・また、せたな町創生総合戦略（平成28年3月策定）においては、「時代に合った地域をつくり、安
心な暮らしを守るとともに、地域と地域を連携する」という基本目標の中の「住みよい定住環境向
上への取組」という項目の中で「バスなど公共交通機関の維持など交通、定住を支える生活基盤づ
くりを推進」と位置づけられている。 

・これらのまちづくりの計画との一体性を確保しながら、アンケート調査等によって得られた地域の
課題を踏まえ、人口の減少や住民の高齢化など変化する地域の生活交通ニーズに的確に対応しなが
ら、複数の運行手段を統合した効率的かつ持続的な公共交通網の形成を基本的な方針として、各種
の施策を推進する。 

・なお、地域の公共交通を持続的に運行していくためには効率的な運行の視点が重要である一方、
様々な主体との合意や連携が不可欠なため、町民、交通事業者、広域の関係自治体など、関係者と
十分協議を行いながら進めます。 

・以上のことから、本計画の基本方針を次のとおり定めます。 
 

■基本方針 

誰もが便利さを実感できる公共交通ネットワークの構築 
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【方向性１】 
 町民が安心して暮らし続けられる持続可能な生活交通の確保 
 〈目標達成のための施策・事業〉 
  ○バス体験乗車会の実施 
  ○温浴施設の利用促進と一体となった地域住民の利用促進 

【方向性２】 
 利用実態に即した効率的な交通手段の導入 
 〈目標達成のための施策・事業〉 
  ○複数の運行目的の統合によるデマンドバスの運行検討 
 

【方向性３】 
 高齢化等による移動困難者に配慮した移動支援策の検討 
 〈目標達成のための施策・事業〉 
  ○長距離通院に対応した輸送手段の確保 
  ○丹羽エリア・若松エリアなど農村エリアを中心としたデマンド型乗合タクシーの導入 
  ○瀬棚須築線の区域デマンド化 
   
 【方向性４】 
 生活交通と連携した町内観光スポットを周遊する路線の検討 
 〈目標達成のための施策・事業〉 
  ○宿泊施設と連携したバス・タクシーの利用促進 
  

【方向性５】 
 主要路線である幹線系統の維持及び利用促進 
 〈目標達成のための施策・事業〉 
  ○広域で運行する公共交通路線の維持確保に向けた協議の場づくり 
   
 

３．計画の基本的な方針（方向性） 
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【目標１】 
 町民が安心して暮らし続けられる持続可能な生活交通の確保 
〈数値目標〉 
  ○町民１人あたりの公共交通利用回数（年間のスクールバス、患者バス、路線バスの総輸送人員／人口） 
        （現状値）15.8回／人（平成28年度）     （目標値）16.0回／人（平成34年度） 

【目標２】 
 利用実態に即した効率的な交通手段の導入 
〈数値目標〉 
  ○太櫓線の１便あたりの平均乗車人員       
        （現状値）0.6人（平成29年度）        （目標値）1.0人（平成34年度 ） 
 
【目標３】 
 高齢化等による移動困難者に配慮した移動支援策の検討 
〈数値目標〉 
  ○デマンド型交通の運行路線数           
                       (現状値）2路線（瀬棚須築線、たいせい号）   （目標値）4路線（平成34年度） 

【目標４】 
 生活交通と連携した町内観光スポットを周遊する路線の検討 
〈数値目標〉 
  ○公共交通の利用と一体となった宿泊サービスプランの利用者数 
        （現状値）なし（平成29年度）         （目標値）年間100人（平成34年度） 
  
【目標５】 
 主要路線である幹線系統の維持及び利用促進 
〈数値目標〉 
  ○瀬棚線の１便あたりの平均乗車人員        
       （現状値）19.1人／便（平成29年度）      （目標値）20.0人／便 
 
   
 

４．計画の目標 
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５．目標達成のための施策・事業 
【方向性１】 町民が安心して暮らし続けられる持続可能な生活交通の確保 

【 施策・事業 １－１ 】 バス体験乗車会の実施 

【背景】 
・町民アンケート調査では、路線バスの問題点とし
て、「利用していないのでわからない」とする回
答が過半数を占めている。 

【事業内容】 
・公共交通の利用促進に向けては、利用を全くして
いない町民層に対して、路線バスの便利さや移動
の容易さを理解してもらうことが重要な視点にな
る。 

・路線バスの沿線を中心として、町内会単位などに
より温浴施設などを目的地として「バス体験乗車
会」を実施していく。 

【実施主体】 せたな町、交通事業者 
【関連する組織等】 町内会、老人会など 

51.2%

32.3%

18.6%

14.5%

9.4%

7.3%

7.1%

5.9%

5.5%

2.0%

1.6%

7.1%

0% 20% 40% 60%

利用しないのでわからない

バスの運行本数が少ない

利用したい時間帯に運行していない

乗り継ぎしないと目的地に行けない

バスの運賃が高い

バス停が自宅近くにない

バス停に待合室がなく不便

バスの乗り降りが大変だ

バス路線が行きたいところを通らない

バス路線がわかりにくい

バスが時間通りに来ない

その他 N=1,528

▼路線バスの問題点 
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５．目標達成のための施策・事業 
【方向性１】 町民が安心して暮らし続けられる持続可能な生活交通の確保 

【 施策・事業 １－２ 】 温浴施設の利用促進と一体となった地域住民の利用促進 

【背景】 
・町内には、北檜山区、瀬棚区、大成区それぞれに
公営温泉が立地しており、地域住民の憩いの場と
なっている。 

・温浴施設はバス停にも近接しているものの、公共
交通を利用した移動は少ない現状にある。 

【事業内容】 
・公共温泉の利用促進と公共交通の利用促進を一体
的に図るための利用促進策を展開する。 

・具体的には、バスの乗車券と入浴券が一体となっ
た企画割引チケットの販売や老人会を対象とした
無料招待日の設定、温浴施設に近接したバス停の
設置などを進める。 

【実施主体】 せたな町、交通事業者 
【関連する組織等】 温浴施設の運営事業者 

▼町内の公営温浴施設の立地と路線バス網 
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５．目標達成のための施策・事業 
【方向性２】 利用実態に即した効率的な交通手段の導入 

【 施策・事業 ２－１ 】 複数の運行目的の統合によるデマンドバスの運行検討 

【背景】 
・町内のみを運行する路線バスは、３路線（太櫓線、
久遠線、須築線）あり、うち須築線は路線型での
デマンド運行を実施している。 

・その中でも太櫓線においては、「乗車人員が極め
て少ない」「運行路線がスクールバス及び患者バ
スとほぼ同じ」という条件にある。 

【事業内容】 
・町内のみを運行する路線バスについて、町民の移
動ニーズや並行する移動支援サービスに応じた路
線網の見直しを行う。 

・具体的には、平成30年度以降、太櫓線を対象とし
てデマンド化の実証運行を行うほか、太櫓線同様
に利用者の少なく町の負担額が多くなっている久
遠線についてもデマンド化の検討を進める。 

【実施主体】 せたな町、交通事業者 
【関連する組織等】 国・道（補助）、道路管理者 

▼太櫓方面と北檜山市街地を結ぶ路線の運行時間 

路線バス 
鵜泊団地前   7:11発 → 北檜山 7:35着  

路線バス 
鵜泊団地前   9:07発 → 北檜山 9:31着  

路線バス 
鵜泊団地前   13:25発 → 北檜山 13:49着  

路線バス 
鵜泊団地前   17:00発 → 北檜山 17:24着  

スクールバス 
鵜泊団地    7:25発 → 北檜山小学校 ７:50着 
（函館バス旋回場）    北檜山中学校  7:54着 

患者バス（主な区間の発着時間） 
(月）鵜泊団地母と子の家前 10:10発→国保病院 10:44着 
(水）鵜泊団地母と子の家前   9:25発→国保病院   9:59着  
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５．目標達成のための施策・事業 
【方向性３】 高齢化等による移動困難者に配慮した移動支援策の検討 

【 施策・事業 ３－１ 】 長距離通院に対応した輸送手段の確保 

【背景】 
・せたな町では町内で対応が難しい専門的な診療科
目を中心に八雲や函館への通院移動が多い。 

・通院利用者向けの輸送手段としては、北檜山区や
瀬棚区では「快速せたな号」、快速せたな号が区
域内を運行していない大成区においては、函館方
面に向けてデマンド型の通院乗合ハイヤーである
「たいせい号」が運行している。 

【事業内容】 
・町内の各区の移動条件を踏まえ、運行を担う交通
事業者が持続的に運行できるよう、長距離通院に
対応した輸送手段を確保していく。 

・快速せたな号については、今後の継続的な運行に
向けた利用促進を図るほか、たいせい号について
は、関係各機関との協議を踏まえながら、交通事
業者が持続的に運行できるための枠組みについて
検討を進める。 

【実施主体】 せたな町、交通事業者 

53.7%

45.1%

38.4%

29.4%

56.9%

59.4%

26.0%

33.8%

29.1%

35.3%

16.9%

17.7%

0.4%

0.4%

6.4%

6.3%

8.5%

16.3%

23.5%

7.7%

1.2%

4.1%

5.6%

3.5%

11.8%

11.2%

7.2%

9.6%

7.0%

12.8%

6.9%

8.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北檜山

若松

丹羽

太櫓

瀬棚

大成

函館 八雲 江差 今金 市町村は不明だが町外へ通院 その他

N=512

N=17

N=71

N=86

N=249

N=260

▼６地区エリア別町外の通院先 
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５．目標達成のための施策・事業 
【方向性３】 高齢化等による移動困難者に配慮した移動支援策の検討 

【 施策・事業 ３－２ 】 丹羽エリア・若松エリアなど農村エリアを中心としたデマンド型乗合タクシーの導入 

45.8%

60.9%

35.7%

69.7%

64.0%

71.8%

34.0%

10.9%

22.6%

12.1%

20.2%

23.2%

9.3%

10.9%

6.1%

6.1%

5.0%

2.7%

4.0%

3.6%

17.4%

6.1%

3.5%

1.3%

3.8%

10.9%

17.4%
3.0%

7.1%
0.7%

3.1%

2.7%

0.9%

3.0%

0.3%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北檜山

若松

丹羽

太櫓

瀬棚

大成

徒歩5分以内 徒歩10分以内

徒歩15分以内 徒歩15分以上

近くにバス停はない バス停がどこにあるか知らない

N=733

N=33

N=110

N=115

N=298

N=397

【背景】 
・町内においては、丹羽地区や若松地区などにおいて
「近くにバス停はない」との回答が１割以上に上っ
ている。 

・これらの地区では現在は自家用車に頼っている住民
が多いが、瀬棚区の農村エリアも含め、町内の農村
エリアについては今後の高齢化の進行によって移動
の問題が切実になっていくことが予想される。 

【事業内容】 
・丹羽地区や若松地区など現在、公共交通空白エリア
が広がっているエリアを中心にして、これらエリア
をカバーしている患者バスやスクールバスの統合も
含め、買い物等多様なニーズに対応できるような移
動手段について導入を進めていく。 

・地域住民との協議をはじめ、必要に応じて実証実験
を実施し、持続可能で効率的な輸送サービスの実現
を図る。 

【実施主体】 せたな町、交通事業者 
【関連する組織等】 国・道（補助） 

▼バス停までの時間（６地区別） 

14.8%
1.8%

13.3%

26.5%

10.8%

0.9%

0.9%

6.6%

3.5%

0.1%

3.7%
7.2%

3.3%

6.6%
4.3%

1.8%

0.9%

0.9%

0.3%

1.9%

68.2%

81.7%

76.6%

76.7%

63.5%

51.4%

3.9%

10.1%

13.5%

16.7%

8.9%

11.3%

0.3%

0.9%

0.9%

3.3%

0.8%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北檜山

若松

丹羽

太櫓

瀬棚

大成

徒歩 自転車・バイク 路線バス

ハイヤー 車を自分で運転 家族・知人等に送迎

その他

N=714

N=30

N=109

N=111

N=257

N=392

▼買い物（町内）の移動手段（６地区別） 
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５．目標達成のための施策・事業 
【方向性３】 高齢化等による移動困難者に配慮した移動支援策の検討 

【 施策・事業 ３－３ 】 瀬棚須築線の区域デマンド化 

【背景】 
・瀬棚須築線については、乗合バス及び乗合タクシー
として沿線住民と通学生の輸送を担っているが、沿
線人口の減少や高齢化の進行もあり、高齢者の乗車
利便性の向上が課題となっている。。 

【事業内容】 
・路線型でのデマンド運行をしている瀬棚須築線の区
域デマンド化を図る。 

【実施主体】 せたな町、交通事業者 
【関連する組織等】 国・道（補助） 

▼瀬棚須築線の利用状況（平成29年4月～10月） 
■バス便

発地　 着地 発時間
利用者数
(4～10月）

利用者数
(月平均）

備考

須築 やすらぎ館 7:15 278 39.7 通学便

やすらぎ館 須築 11:30 476 68.0
須築 やすらぎ館 12:10 247 35.3

やすらぎ館 須築 14:58 216 30.9
須築 やすらぎ館 15:30 60 8.6

やすらぎ館 須築 16:32 218 31.1 通学便
須築 やすらぎ館 17:10 19 2.7

やすらぎ館 須築 18:08 33 4.7

1,547 221.0

やすらぎ館 須築 7:45 3 0.4
須築 やすらぎ館 8:20 30 4.3

やすらぎ館 須築 13:10 22 3.1
須築 やすらぎ館 13:50 12 1.7

67 9.6

1,614 230.6

小計

平日

小計

土曜日

合計

■タクシー便

発地　 着地 発時間
利用者数
(4～10月）

利用者数
(月平均）

備考

須築 やすらぎ館 5:40 14 2.0

やすらぎ館 須築 17:35 16 2.3 中・高生
やすらぎ館 須築 19:08 10 1.4 中・高生

40 5.7

やすらぎ館 須築 16:32 3 0.4
須築 やすらぎ館 17:10 0 0.0

3 0.4

やすらぎ館 須築 7:45 1 0.1
須築 やすらぎ館 8:20 12 1.7

やすらぎ館 須築 14:58 16 2.3
須築 やすらぎ館 15:30 5 0.7

34 4.9

37 5.3

土曜日
小計

日・祝日

小計

合計

平日

小計
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５．目標達成のための施策・事業 
【方向性４】 生活交通と連携した町内観光スポットを周遊する路線の検討 

【 施策・事業 ４－１ 】 宿泊施設との連携によるバス・ハイヤーの利用促進 

【背景】 
・北海道新幹線の開業や外国人観光客の増加な
ど、今後も町内を取り巻く観光需要は増加し
ていくことが見込まれる。 

・現在は、公共交通を利用して宿泊施設にアク
セスする観光客は非常に少ない現状にある。 

【事業内容】 
・宿泊施設（温泉ホテルきたひやまなど）を起
点として町内を巡るバスやハイヤープラン
（ハイヤーで巡る太田神社参詣プラン、路線
バスで巡る岩シュー体験プランなど）を展開
する。 

・さらに、公共交通機関を利用してアクセスす
る方向けの宿泊プランなど道外客や外国人の
取り込みに向けた利用促進策などについても
検討していく。 

【実施主体】 交通事業者、宿泊事業者 
【関連する組織等】 せたな町 

▼路線バスを活用したパック商品の事例（十勝バス） 
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５．目標達成のための施策・事業 

【 施策・事業 ５－１ 】 広域で運行する公共交通路線の維持確保に向けた協議の場づくり 

【方向性５】 主要路線である幹線系統の維持及び利用促進 

【背景】 
・広域で運行する路線バスは、快速せたな号を含め
て３路線あるが、瀬棚線及び檜山海岸線について
は年々利用者が減少傾向にある。 

・特に檜山海岸線については、せたな町内の利用が
少なくなっており、今後の需要動向によっては路
線の見直しが必要になる。 

【事業内容】 
・広域で運行する路線バス（地域間幹線系統路線）
の維持・確保に向け、関係自治体と広域的な協議
を進めていく。 

・瀬棚線及び快速せたな号については新幹線開業後
の利用拡大を見据えることも含めて広域的な協議
を進めていく。 

・檜山海岸線については、関係自治体や交通事業者
との協議を行いながら、せたな町内区間のフィー
ダー路線化を検討していくとともに、広域的な
ネットワークの確保を図っていく。 

【実施主体】 せたな町、関係自治体 
【関連する組織等】 交通事業者 

6
6
6
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32
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35
35
41
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140
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184
183

190
194

211
214
220
221

249
287

325
333

351
355
352
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310

217
210

167
167

159
161

149
137
134

123
93
96

81
73
73
71
71

100 200 300 400

第二富磯

富磯中央

第一富磯

第四上浦

上浦

大成学校前

大成総合支所前

久遠神社前

久遠西部

久遠東部

湯の尻

花歌

下宮野

宮野

平田内

平浜

六軒町

あわび山荘前

中貝取澗

貝取澗坂下

荷菱内

建石

長磯

長磯岬

関内

東関内

北西浜

西浜

西浜会館前

鳴神

熊石病院前

熊石

門昌庵

畳岩

国民宿舎前

鮎川

見市

浜中

泊川

第一泊川

総合センター前

館平漁業組合前

相沼

折戸

大岩

豊浜

汐見

三ツ谷

三ツ谷坂下

おかし内

乙部荘前

元和

栄浜

鳥山

館浦

町民会館前

乙部十字街

乙部

瀬茂内

滝瀬

五厘沢

砂坂海岸林

水堀

柳崎

江差高校前

江差高校入口

江差病院前

伏木戸

尾山

泊

大澗

愛宕町

中歌町

姥神町フェリー前

橋本町

新地町

檜山振興局前

陣屋団地

檜山神社下

南浜町

柏町

江差ターミナル

45
44

53
57

77
89

109
122
128

145
155

163
166

184
182
184

301
376
377
375
375

366
351

345
305

235
191

183
174

170
169

165
153
152
153

146
133
130

116
108
108
105
102

95
95
98

92
94
94
91

33
21
21

15
15
15
12
12
11
11
11
11
11
12
12
11
11
11

8
10
11

7
6
6
6
4
1

100 200 300 400

江差ターミナル

柏町

南浜町

檜山神社下

陣屋団地

檜山振興局前

新地町

橋本町

姥神町フェリー前

中歌町

愛宕町

大澗

泊

尾山

伏木戸

江差病院前

江差高校前

江差高校入口

柳崎

水堀

砂坂海岸林

五厘沢

滝瀬

瀬茂内

乙部

乙部十字街

町民会館前

館浦

鳥山

栄浜

元和

乙部荘前

おかし内

三ツ谷坂下

三ツ谷

汐見

豊浜

大岩

折戸

相沼

館平漁業組合前

総合センター前

第一泊川

泊川

浜中

見市

鮎川

国民宿舎前

畳岩

門昌庵

熊石

熊石病院前

鳴神

西浜会館前

西浜

北西浜

東関内

関内

長磯岬

長磯

建石

荷菱内

貝取澗坂下

中貝取澗

あわび山荘前

六軒町

平浜

平田内

宮野

下宮野

花歌

湯の尻

久遠東部

久遠西部

久遠神社前

大成総合支所前

大成学校前

上浦

第四上浦

第一富磯

富磯中央

第二富磯

▼檜山海岸線の利用実態 
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５．目標達成のための施策・事業 

種別 路線 現状・課題等 方針 
複数の自治体
をまたがって
運行する路線 

瀬棚線 ○基幹となる路線であり、通学利用が多い 
○高校生の減少への対応した地域住民の利
用促進が課題 

○町民利用の促進策の検討を通じた路線
の確保 

快速せたな号 
 

○八雲・函館への通院客が主 
○今金町からの利用も多い 
 

○町民利用の促進策の検討を通じた路線
の確保 

檜山海岸線 ○せたな町内は非常に利用者が少ない 
○一部江差・函館方面等への通院利用客が
存在 

○せたな町内区間におけるフィーダー路
線化の検討 
○沿線自治体の連携による広域的なネッ
トワークの確保 

たいせい号 ○デマンド運行化しているが、利用者が少
なく厳しい需要条件 

○通院の足として欠かせない路線 

○大成区の住民の通院等を支える輸送手
段の確保 

せたな町内の
みで運行する
路線 

瀬棚須築線 ○需要条件が厳しくデマンド化 
○小型車輌の導入 

○面的なサービスの向上、幹線との接続
性確保によるフィーダー路線化の検討 

太櫓線 ○非常に利用者が少ない 
○並行して運行するバスあり 

○平成30年度にデマンド化の実証運行 
○面的なサービスの向上や幹線との接続
性確保によるフィーダー路線化の検討 

久遠線 ○大成区及び若松地区からの通学利用が主 
○通学時間帯以外は利用者が少ない 

○町民利用の促進を図るとともに、輸送
効率向上に向けたデマンド化等を検討 

（２）路線毎の方針 
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５．目標達成のための施策・事業 
（３）実施スケジュール（案） 

方向性 施策・事業 H30 H31 H32 H33 H34 
町民が安心して暮らし
続けられる持続可能な
生活交通の確保 

バス体験乗車会の実施 
 

温浴施設の利用促進と一体と
なった地域住民の利用促進 

利用実態に即した効
率的な交通手段の導
入 

複数の運行目的の統合によ
るデマンドバスの運行（太櫓
線、久遠線）検討 

高齢化による移動困
難者に配慮した移動
支援策の検討 

長距離通院に対応した輸送
手段の確保 

丹羽エリア・若松エリアなど農
村エリアを中心としたデマンド
型乗合タクシーの導入 

瀬棚須築線の区域デマンド化 

生活交通と連携した町
内観光スポットを周遊
する路線の検討 

宿泊施設との連携によるバ
ス・タクシーの利用促進 

主要幹線である幹線
系統の維持及び利用
促進 

広域で運行する公共交通路
線の維持確保に向けた協議
の場づくり 

実施 

実施 

協議・検討 実証運行 

実証運行 運行 

検討 実施 

検討 

実施 

実施 検討 

検討 

運行 

検討 運行 
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６．計画の達成状況の評価 
・事業の実施にあたっては、社会環境や町民のニーズの変化にあわせて事業内容を適宜改善すること
が必要である。 

・このため、定期的に計画の実施状況や効果を検証し、必要に応じて見直しを行うＰＤＣＡサイクル
を機能させながら推進していく。 

・効果検証にあたっては、交通事業者や住民代表のほか関係機関で組織する「せたな町地域公共交通
活性化協議会」の参画を得て行う。 

・効果検証の時期としては、計画の中間時点（２～３年経過後）にもフォローアップを行い、計画が
着実に実行されているかどうかを検証しながら推進する。 

 
 

PLAN 
（計画） 

せたな町地域公共 
交通網形成計画 

 

DO 
（実施） 
計画に基づく 
事業の実施 

ACTION 
（改善） 

事業の 
見直し・改善 

CHECK 
（評価） 
目標達成度等 
の評価・検証 

 

ＰＤＣＡ 
サイクル 
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